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第２号様式 

平成３０年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 三沢市立中央保育所 

指 定 管理 者 名 社会福祉法人 鳳鳴会 理事長 羽立 俊士 

指 定 期 間 平成28年4月1日 から 平成33年3月31日 まで 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

入所児童数 1,143 1,167  

延長保育利用児童数 731 878  

一時預かり利用児童数 914 1,195  

障害児保育利用児童数 0 0  

    

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額千円 

指定管理料 101,479 人件費 79,948 

利用料金 1,481 維持管理費 8,131 

その他 4,967 事業費 17,613 

  その他 1,748 

合計（①） 107,927 合計（②） 107,440 

  収支差額（①－②） 487 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

＜サービスの提供＞ 

今年度は０歳児１３名を受入れ、１・２歳児については７月で利用定員（各１５名）を満

たすことができました。３歳以上児の保育については、法人所有のマイクロバスを活

用し、市内施設の見学や自然と触れ合い様々な体験をする機会を十分に確保するこ

とができました（年１１回）。公会堂の改修工事により、国際交流教育センターで実施

した遊戯会については大きな混乱もなく終了し、保護者の皆様からも良い評価を頂く

ことができました。 

＜施設の維持管理＞ 

今年度の修繕、施設整備工事として、①０歳児保育室の床修繕工事、②事務室・２歳

児保育室・一時預かり保育室の移動、それに伴う各種工事を実施しました。これらの

工事によって保育環境が改善されたとともに、２歳児保育室の面積が広くなったこと

により、平成３１年度からの１・２歳児の利用定員をそれぞれ３名増の１８名とすること

ができました。 

室温が下がらない、水が垂れるなどの不具合があった５歳児保育室の業務用エアコ
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ンを交換し、新２歳児保育室に未設置だったエアコンを新たに設置しました。 

＜経費等＞ 

２歳児保育室・一時預かり保育室の移動に伴う各種工事、収納家具購入、安全柵設

置、エアコン購入（２台）のための経費を支出したため、維持管理費、事業費の支出

額が前年度より増えましたが、適正な補正予算を組み、安定した収支の状況を確保

することができました。 

 

 

施設担当課 

 

 

施設屋内外の維持管理については、計画的に工事・修繕等を行っており、保育環

境を安全に保っていこうとする配慮が分かります。 

また、法人所有のマイクロバスを活用するなどして、広範囲な体験の場を確保して

おり、子供達にとって良い経験となることと思います。 

 今後についても、子供達の安心・安全な居場所となるよう、更なる施設運営を期待し

ます。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 S S 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 A A 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 A A 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 A A 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 A A 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 S A 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 S S 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 A A 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S S 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S A 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 A A 

外部委託の内容は適切であるか。 A A 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 A A 

修繕は適切に行われているか。 A A 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 A A 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 A A 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 A A 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 S S 

総合評価 A A 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


